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平成 30 年度 第 302 回教育研究審議会議事要録 
 

日 時  平成 30 年 11 月 6 日（火）13:30～15:00 

場 所  北方キャンパス本館 Ｅ701 会議室 
出席者  松尾学長、柳井副学長、梶原副学長、二宮副学長、中尾副学長、田上事務局長、 
 大平外国語学部長、朱経済学部長、田部井文学部長、小野法学部長、眞鍋地域創生学群長、 
 龍国際環境工学部長、日髙基盤教育センター長、八百社会システム研究科長、 
 任マネジメント研究科長、今泉学生部長、田村教務部長、後藤入試広報センター長、 
 佐藤情報総合センター長、廣渡評価室副室長 
 

配布資料  1-1 教員採用選考報告書（文学部） 

      1-2 教員採用選考報告書（文学部） 

      1-3 組織人事委員会の審議結果 

      2  平成30年度役職者の選考スケジュール（案） 

      3  i-Designコミュニティカレッジパンフレット 

      4  平成31年度サバティカル取得資格者の選考結果について 

      5-1 高等教育の無償化について 

      5-2 支援措置の対象となる大学等の要件（機関要件）への対応のポイント 

      5-3 実務経験のある教員の担当する授業科目（典型例）等について 

      5-4 支援対象者の要件との関係で学内ルールの明確化・整備が必要な事項の例 

      5-5 機関要件確認事務のスケジュール（案） 

      6  平成30年度学生表彰候補者申請（推薦）書の受付について 

      7  北九州市立大学教員海外出張・研修報告書 
 

第１号 教員の人事について 

＊ 資料 1-1 のとおり、文学部比較文化学科のフランス文化担当教員人事について、選考委員会から採

用候補者（中山俊氏）の選考結果の報告がなされ、同報告に基づき採用候補者の採用について提案。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

＊ 資料1-2のとおり、文学部比較文化学科のドイツ語圏文化担当教員人事について、選考委員会から

採用候補者（梶原将志氏）の選考結果の報告がなされ、同報告に基づき採用候補者の採用について提

案。 

 

  ● 博士課程について単位取得退学後に修了となっているが記載に誤りはないか。 

  ○ 本人が記載した履歴書のとおりである。おそらく学位は課程博士だと思われ、この記載の仕方は

過去にも例がある。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

＊ 資料1-3のとおり、外国語学部国際関係学科教員の新規教員人事採用計画について提案。 

 

  ○ 第31回・32回組織人事委員会において、英米学科へ異動する齋藤准教授がこれまで担当していた

英語科目は、尹教授の後任の教員を充てることとしていたが、尹教授の逝去にともない新規教員採

用人事計画を見直す。 

尹教授の後任は引き続き経済分野を担当することとし、採用時期は平成31年10月とする。英語科

目は、平成33年3月に退職する金教授の後任の教員を充てることとし、採用時期は1年半繰り上げ、

平成31年10月とする。 
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● 尹教授も金教授も、社会システム研究科東アジア専攻において複数の科目を担当していただいて

いる。尹教授後任の教員が大学院の担当資格がなければ、運営が困難な科目も出てくる。外国語学

部として研究科の科目運営にご協力いただきたい。 

  ○ 了解した。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

第２号 学部長等の選考スケジュールについて 

 ＊ 資料 2のとおり、学部長等の選考スケジュールについて提案。 
 

 ● 学科長等の選考については、新しい学部長等による推薦でよいのか。 

 ○ 基本的にはそのとおりである。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

 

報告 
① i-Design コミュニティカレッジの広報について、資料 3のとおり報告があった。 

② 平成 31 年度サバティカル取得資格者の選考結果について、資料 4 のとおり報告があった。 

③ 高等教育の無償化について、資料 5のとおり報告があった。 

④ 学生表彰者申請（推薦）書の受付について、資料 6のとおり報告があった。 

⑤ 教員の海外出張について、資料 7のとおり報告があった。 

⑥ 次回の審議会を平成 30 年 11 月 20 日（火）に開催する予定の旨、連絡があった。 


